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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,5924 3,5499 -1,18% 4,14% 3,1210 3,6095

対円 JPY 30,55 30,82 0,88% -1,95% 35,13 30,39

対ユーロ BRL 4,2575 4,2301 -0,64% 0,36% 3,8531 4,2803

対ドル JPY 109,74 109,40 -0,31% 2,05% 104,56 113,39

対ユーロ JPY 130,06 130,35 0,22% -1,59% 128,95 137,50

Index 84.265 85.861 1,89% 1,60% 88.318 76.403

bps 196,20 184,74 -5,84% 9,63% 201,24 142,50

% 10,22 9,98 -2,35% 1,31% 10,22 9,43

% 6,30 6,26 -0,56% -0,24% 6,94 6,21

% 2,3558 2,3558 0,00% 0,72% 2,3691 1,6959

Index 203,70 204,52 0,40% 3,76% 204,60 187,35

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、米４月消費者物価指数（ＣＰＩ）の伸びが予想を下回ったことを背景にドルが

グローバルに軟調となったことから、レアルも買戻しが優勢に。３．５４台後半で取引を終えた。４月ＣＰＩは前月

比で０．２％の上昇で市場予想の０．３％を下回った他、食品とエネルギーを除くコアＣＰＩも前月比０．１％の

上昇に留まった（昨年１１月以来で最も小幅な伸び）。また、ブラジルでも４月ＩＰＣＡが公表されており、前月比

で０．２２％、前年比でも２．７６％といずれも市場予想を下回った。これを受け、来週予定されているＣＯＰＯＭ

（１５－１６日）において２５ｂｐｓの追加利下げが確実視されているが、マーケットは急速に進行するレアル安が、

早晩インフレ率の上昇をもたらすと警戒し始めている（一方、Ｇｏｌｄｆａｊｎ中銀総裁は、インフレ率は為替水準で

はなく、経済活動とインフレ期待の影響を受ける、と述べている）。

Ｅｄｕａｒｄｏ Ｇｕａｒｄｉａ財務相は昨日、ブラジリアで記者団に対し、「現在のインフレ率の水準は適切である」と
発言した。また、①マーケットのインフレ予想も適切である、②低いインフレ率と政策金利の低下が、同国の政
策に柔軟性をもたらす、③為替水準がインフレ率に与える影響を懸念する必要はない、④今年の経済成長率
は潜在成長率を上回る見通し、⑤経済改革が再び軌道に乗り出している、との見解を示した。


